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(54)【発明の名称】 液晶表示装置

(57)【要約】
【課題】  衝撃あるいは振動によるタッピングノイズの
発生の防止。
【解決手段】  液晶表示パネルと、この液晶表示パネル
の背面に配置されるバックライトと、このバックライト
の背面に配置される下側フレームと、前記液晶表示パネ
ルの観察側に配置され前記下側フレームと結合される上
側フレームとを備え、前記バックライトは、導光板と、
この導光板の少なくとも一辺の側壁面に配置される線状
の光源と、この光源からの光を導光板の前記側壁面側に
照射させる反射板とから構成され、少なくとも前記反射
板と下側フレームは導電性の材料から構成されていると
ともに、それらの間に弾性を有し、かつ前記反射板と下
側フレームとの導通を図るフィルムが配置されている。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  液晶表示パネルと、この液晶表示パネル
の背面に配置されるバックライトと、このバックライト
の背面に配置される下側フレームと、前記液晶表示パネ
ルの観察側に配置され前記下側フレームと結合される上
側フレームとを備え、
前記バックライトは、導光板と、この導光板の少なくと
も一辺の側壁面に配置される線状の光源と、この光源か
らの光を導光板の前記側壁面側に照射させる反射板とか
ら構成され、
少なくとも前記反射板と下側フレームは導電性の材料か
ら構成されているとともに、それらの間に弾性を有し、
かつ前記反射板と下側フレームとの導通を図るフィルム
が配置されていることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】  液晶表示パネルと、この液晶表示パネル
の背面に配置されるバックライトと、このバックライト
の背面に配置される下側フレームと、前記液晶表示パネ
ルの観察側に配置され前記下側フレームと結合される上
側フレームとを備え、
前記バックライトは、導光板と、この導光板の少なくと
も一辺の側壁面に配置される線状の光源と、この光源か
らの光を導光板の前記側壁面側に照射させる反射板とか
ら構成され、
少なくとも前記反射板と下側フレームは導電性の材料か
ら構成されているとともに、それらの間にフィルムが配
置され、
前記フィルムは、その表裏面と接触する部材同士の電気
的接続が図れるようになっているとともに、それ自体弾
性を有するように構成されていることを特徴とする液晶
表示装置。
【請求項３】  前記フィルムは、異方性導電膜であるこ
とを特徴とする請求項２に記載の液晶表示装置。
【請求項４】  前記フィルムは、弾性を有する材料の少
なくともその表裏面にそれぞれ導電材料が形成され、こ
れら各導電材料は電気的に接続されていることを特徴と
する請求項２に記載の液晶表示装置。
【請求項５】  液晶表示パネルと、この液晶表示パネル
の背面に配置されるバックライトと、このバックライト
の背面に配置される下側フレームと、前記液晶表示パネ
ルの観察側に配置され前記下側フレームと結合される上
側フレームとを備え、
前記バックライトは、導光板と、この導光板の少なくと
も一辺の側壁面に配置される線状の光源と、この光源か
らの光を導光板の前記側壁面側に照射させる反射板とか
ら構成され、
少なくとも前記反射板と下側フレームは導電性の材料か
ら構成されているとともに、それらの間にシリコーンゴ
ムが配置されていることを特徴とする液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
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【発明の属する技術分野】本発明は液晶表示装置に関す
る。
【０００２】
【従来の技術】液晶表示装置は、液晶表示パネルと、こ
の液晶表示パネルの背面に配置されるバックライトと、
このバックライトの背面に配置される下側フレームと、
前記液晶表示パネルの観察側に配置され該下側フレーム
と係合される上側フレームとを備え、これらはモジュー
ル化されて形成されている。
【０００３】ここで、前記上側フレームは、液晶表示パ
ネルの周辺部を除いたいわゆる液晶表示部を露出させる
ための開口部（表示窓）が設けられている。
【０００４】また、前記バックライトは、該液晶表示パ
ネルとほぼ同形・同大の大きさの導光板と、この導光板
の少なくとも一辺の側壁面に該一辺に沿って延在されて
配置される冷陰極線管と、この冷陰極線管からの光を導
光板の前記側壁面側に照射させる反射板とから構成され
ている。
【０００５】そして、少なくとも前記バックライトの反
射板と下側フレームとが金属板等のような導電材料で構
成され、それらの対向する領域にいわゆる鉄テープと称
される導電性のテープ材を配置させて構成されている。
【０００６】該導電性のテープは、下側フレームに対す
る前記反射板の高さ調整の機能を兼ねるとともに、該反
射板を下側フレームと導通させるようにしている。
【０００７】該反射板は高周波電源で駆動される冷陰極
線管を被うようにして形成されているため、該冷陰極線
管からの漏れ電圧を下側フレームに回避させ、周辺の回
路へのノイズによる影響を低減させるためである。
【０００８】
【発明が解決しようとする課題】しかし、このように構
成された液晶表示装置は、その上側フレームあるいは下
側フレームに僅かな衝撃あるいは振動が生じることによ
って、いわゆるタッピングノイズが発生することが見出
された。
【０００９】そして、これは、該衝撃あるいは振動が生
じることによって、バックライトの反射板と鉄テープと
の間、あるいは鉄テープと下側フレームとの間が接触し
たり離れたりすることに原因していることが究明され
た。
【００１０】本発明は、このような事情に基づいてなさ
れたものであり、その目的は、衝撃あるいは振動が生じ
てもタッピングノイズの生じることのない液晶表示装置
を提供することにある。
【００１１】
【課題を解決するための手段】本願において開示される
発明のうち、代表的なものの概要を簡単に説明すれば、
以下のとおりである。
手段１．本発明による液晶表示装置は、たとえば、液晶
表示パネルと、この液晶表示パネルの背面に配置される



(3) 特開２００３－３０７７２４

10

20

30

40

50

3
バックライトと、このバックライトの背面に配置される
下側フレームと、前記液晶表示パネルの観察側に配置さ
れ前記下側フレームと結合される上側フレームとを備
え、前記バックライトは、導光板と、この導光板の少な
くとも一辺の側壁面に配置される線状の光源と、この光
源からの光を導光板の前記側壁面側に照射させる反射板
とから構成され、少なくとも前記反射板と下側フレーム
は導電性の材料から構成されているとともに、それらの
間に弾性を有し、かつ前記反射板と下側フレームとの導
通を図るフィルムが配置されていることを特徴とするも
のである。
【００１２】手段２．本発明による液晶表示装置は、た
とえば、液晶表示パネルと、この液晶表示パネルの背面
に配置されるバックライトと、このバックライトの背面
に配置される下側フレームと、前記液晶表示パネルの観
察側に配置され前記下側フレームと結合される上側フレ
ームとを備え、前記バックライトは、導光板と、この導
光板の少なくとも一辺の側壁面に配置される線状の光源
と、この光源からの光を導光板の前記側壁面側に照射さ
せる反射板とから構成され、少なくとも前記反射板と下
側フレームは導電性の材料から構成されているととも
に、それらの間にフィルムが配置され、前記フィルム
は、その表裏面と接触する部材同士の電気的接続が図れ
るようになっているとともに、それ自体弾性を有するよ
うに構成されていることを特徴とするものである。
【００１３】手段３．本発明による液晶表示装置は、た
とえば、手段２の構成を前提とし、前記フィルムは、異
方性導電膜であることを特徴とするものである。
【００１４】手段４．本発明による液晶表示装置は、た
とえば、手段２の構成を前提とし、前記フィルムは、弾
性を有する材料の少なくともその表裏面にそれぞれ導電
材料が形成され、これら各導電材料は電気的に接続され
ていることを特徴とするものである。
【００１５】手段５．本発明による液晶表示装置は、た
とえば、液晶表示パネルと、この液晶表示パネルの背面
に配置されるバックライトと、このバックライトの背面
に配置される下側フレームと、前記液晶表示パネルの観
察側に配置され前記下側フレームと結合される上側フレ
ームとを備え、前記バックライトは、導光板と、この導
光板の少なくとも一辺の側壁面に配置される線状の光源
と、この光源からの光を導光板の前記側壁面側に照射さ
せる反射板とから構成され、少なくとも前記反射板と下
側フレームは導電性の材料から構成されているととも
に、それらの間にシリコーンゴムが配置されていること
を特徴とするものである。
【００１６】なお、本発明は以上の構成に限定されず、
本発明の技術思想を逸脱しない範囲で種々の変更が可能
である。
【００１７】
【発明の実施の形態】以下、本発明による液晶表示装置
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の実施例を図面を用いて説明をする。図２は本発明によ
る液晶表示装置の一実施例を示す外観透視図である。
【００１８】該液晶表示装置の観察側には上側フレーム
ＵＦＬＭがあり、この上側フレームＵＦＬＭの背面には
液晶表示パネルＰＮＬが配置されている。
【００１９】該液晶表示パネルＰＮＬは、液晶を介して
対向配置される各透明基板を外囲器とするもので、その
僅かな周辺部を除いた中央部に液晶表示部ＡＲを構成す
るようになっている。なお、該液晶表示パネルＰＮＬの
前記周辺部には図示していないが多数の半導体装置から
なる液晶駆動回路（たとえば走査信号駆動回路、映像信
号駆動回路）が形成され、あるいは搭載されている。
【００２０】そして、前記上側フレームＵＦＬＭには該
液晶表示パネルＰＮＬの液晶表示部ＡＲを露呈させるた
めの開口部からなる表示窓ＤＷが形成されている。
【００２１】液晶表示パネルＰＮＬの背面には光源であ
るバックライトＢＬが配置されている。
【００２２】このバックライトＢＬは、該液晶表示パネ
ルＰＮＬとほぼ同じ大きさの導光板ＣＬＢと、この導光
板ＣＬＢの一辺の側壁面に該一辺に沿って配置された冷
陰極線管ＣＦＬと、この冷陰極線管ＣＦＬからの光を導
光板ＣＬＢの前記側壁面側に照射させるための反射板Ｒ
ＥＦとで構成されている。
【００２３】導光板ＣＬＢの前記側壁面側に照射された
光は該導光板ＣＬＢに導かれ最終的には液晶表示パネル
ＰＮＬに対向する面から出射され、該液晶表示パネルＰ
ＮＬを透過して観察者の目に至ることになる。
【００２４】バックライトＢＬの背面には下側フレーム
ＤＦＬＭ（図示されていない；図１参照）が配置され、
この下側フレームＤＦＬＭはその周辺にて前記上側フレ
ームＵＦＬＭと係合されている。
【００２５】これにより、液晶表示パネルＰＮＬおよび
バックライトＢＬは前記上側フレームＵＦＬＭと下側フ
レームＤＦＬＭによって一体化されている。上側フレー
ムＵＦＬＭと下側フレームＤＦＬＭはたとえばそれぞれ
アルミ等の金属で形成され、剛性の良好な液晶表示モジ
ュールが得られるようになっている。
【００２６】図１は、図２のI－I線における断面を示す
図である。図１において、上述した説明の構成以外の構
成として、まず、バックライトＢＬの周辺にはたとえば
樹脂材で形成された中間フレームＭＦＬＭがある。この
中間フレームＭＦＬＭは、該バックライトＢＬの冷陰極
線管ＣＦＬを囲むようにして配置される反射板ＲＥＦを
被うように配置されているとともに、液晶表示パネルＰ
ＮＬの周辺を支持するように構成されている。
【００２７】バックライトＢＬの冷陰極線管ＣＦＬはこ
の実施例ではたとえば２本用いられている。また、反射
板ＲＥＦは該各冷陰極線管ＣＦＬを被うとともに、その
長手方向と平行な各片はそれぞれ導光板ＣＬＢの表裏面
にほぼ面一になるように延在されている。
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【００２８】ここで、前記反射板ＲＥＦはたとえばアル
ミ等の金属で形成されている。光反射効率が良好である
からである。このため、反射板ＲＥＦの材料としては必
ずしもアルミ等でなく他の導電性の材料であってもよ
い。
【００２９】また、この反射板ＲＥＦと下側フレームＤ
ＦＬＭとの間には、該反射板ＲＥＦの長手方向に沿って
延在するシリコーンゴムからなるテープ状のフィルムＦ
ＩＬが配置されている。
【００３０】このフィルムＦＩＬは導電性を備えるとと
もに、弾性をも有する性質をもっている。
【００３１】このことから、前記反射板ＲＥＦとたとえ
ばアルミ等の金属等で形成された下側フレームＤＦＬＭ
とは、前記フィルムＦＩＬによって電気的な導通が図れ
るとともに、衝撃あるいは振動に対しても常時離れるこ
とのない密接させた構成とすることができる。
【００３２】なお、前記下側フレームＤＦＬＭあるいは
これに係合される上側フレームＵＦＬＭは接地されて使
用されるのが通常であり、これにより、前記フィルムＦ
ＩＬを通して反射板ＲＥＦは接地されるようになる。
【００３３】冷陰極線管ＣＦＬは高周波電源で駆動され
るため、それによって発生する漏れ電圧をグランドに落
とし、周辺の他の電子回路へノイズによる悪影響を回避
するためである。
【００３４】また、たとえ、上側フレームＵＦＬＭある
いは下側フレームＤＦＬＭに僅かな衝撃あるいは振動が
生じても、バックライトＢＬの反射板ＲＥＦとフィルム
ＦＩＬとの間、あるいはフィルムＦＩＬと下側フレーム
ＤＦＬＭとの間が接触したり離れたりするのを前記フィ
ルムＦＩＬの弾性によって防止でき、いわゆるタッピン
グノイズの発生を防止することができる。
【００３５】図３は、図２に示した構成のうち、上側フ
レームＵＦＬＭと液晶表示パネルＰＮＬを取り外した構
成を示し、バックライトＢＬの反射板ＲＥＦの下側にシ
リコーンゴムからなるテープ状のフィルムＦＩＬが配置
されていることを示している。
【００３６】この場合、図３に示すように、該フィルム
ＦＩＬは該反射板ＲＥＦの長手方向に沿って連続的に延
在させる必要は必ずしもなく、たとえば複数のフィルム*
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*ＦＩＬを反射板ＲＥＦの長手方向に沿って断続的に配置
させるようにしてもよいことはもちろんである。
【００３７】また、前記フィルムＦＩＬは必ずしもシリ
コーンゴムによって構成する必要はなく、たとえば異方
性導電膜等を用いてもよいことはもちろんである。
【００３８】さらに、前記フィルムＦＩＭとして、たと
えば図４に示すように、弾性を有する材料ＥＬＭのテー
プが断面‘コ’字状の金属材料ＭＥＭによって挟持され
た部材であってもよい。さらに、たとえば図５に示すよ
うに、弾性を有する材料ＥＬＭの全表面に金属材料ＭＥ
Ｍをメッキ等によって被覆させた部材であってもよい。
【００３９】これらは何れもその表裏面と接触する部材
同士の電気的接続が図れるようになっているとともに、
それ自体弾性を有するようになっているからである。
【００４０】
【発明の効果】以上説明したことから明らかなように、
本発明による液晶表示装置によれば、衝撃あるいは振動
が生じてもタッピングノイズが生じるのを防止すること
ができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明による液晶表示装置の一実施例を示す構
成図で、図２のＩ－Ｉ線における断面図である。
【図２】本発明による液晶表示装置の一実施例を示す外
観透視図である。
【図３】図２に示した構成において、上側フレームおよ
び液晶表示パネルを取り外した場合の平面を示す図であ
る。
【図４】本発明による液晶表示装置に用いられるフィル
ムの他の実施例を示す斜視図である。
【図５】本発明による液晶表示装置に用いられるフィル
ムの他の実施例を示す一部破断斜視図である。
【符号の説明】
ＵＦＬＭ…上側フレーム、ＰＮＬ…液晶表示パネル、Ｄ
Ｗ…表示窓、ＢＬ…バックライト、ＣＬＢ…導光板、Ｃ
ＦＬ…冷陰極線管、ＲＥＦ…反射板、ＤＦＬＭ…下側フ
レーム、ＭＦＬＭ…中間フレーム、ＦＩＬ…シリコーン
ゴムからなるテープ状のフィルム、ＥＬＭ…弾性を有す
る材料、ＭＥＭ…金属材料。
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